
より良い環境づくりのために！
オンブズマン制度の導入
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江
戸
川
光
照
苑
で
は
、今
年
度

か
ら
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
を
導
入

し
、ご
利
用
者
・
ご
家
族
な
ど
が

施
設
運
営
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
関

し
て
、気
兼
ね
な
く
意
見
や
疑
問
、

苦
情
な
ど
の
相
談
が
で
き
る
機
関

を
目
指
し
、10
月
か
ら
設
置
し
て

い
ま
す
。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
と
は

よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
！

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

導
入
の
効
果

　

個
別
性
の
あ
る
事
業
の
展
開
を

行
う
中
、リ
ス
ク
を
伴
う
事
実
は

多
く
あ
り
、一
つ
一
つ
の
解
決
に

は
多
様
な
考
え
方
や
視
点
が
必
要

で
す
。

　

そ
し
て
、リ
ス
ク
を
受
け
入
れ

る
側
の
環
境
や
窓
口
の
順
応
性
が

な
け
れ
ば
、満
足
し
て
い
た
だ
け

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
導
入
人
々
に
信
頼
さ
れ
る

　

施
設
を
目
指
し
て
・・・

「
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
導
入
」　

　

  

人
々
に
信
頼
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
て
・・・

〜
総
合
芸
能
祭
に
参
加
し
て
〜

自
衛
消
防
訓
練
審
査
会
で
準
優
勝
！！

落
語
と
い
う「
笑
い
の
薬
」で
活
性
化

敬
老
祝
賀
会「
ご
利
用
者
の
笑
顔
が
素
敵
」

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

珍
し
い
お
客
様
☆

「
長
寿
を
祝
う
敬
老
会
」

地
域
支
援
事
業
の
周
知
活
動

  （
編
集
委
員　

小
岩
井　

孝
）

看
取
り
介
護
の
実
践

年
末
雑
観

    

〜
平
成
23
年
が
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
〜

「
ご
ぼ
う
の
効
用
」

身
体
の
中
か
ら
健
康
づ
く
り「
ご
ぼ
う
の
ス
ー
プ
煮
」

12
・
1

「
あ
り
が
と
う
」の
言
葉
が
励
み
に
な
り
ま
す

（
介
護
職
員　

渡
辺　

美
代
子
）

受け入れる側＝当苑の窓口が「鍵」となります
（写真：江戸川光照苑玄関前）

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ（
報
告
・
連
携
・
相
談
）

心
を
癒
し
に
行
き
ま
し
ょ
う
☆

「
些
細
な
表
情
の
変
化
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
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語
源
は
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で

　
　

 om
budsm

an

と
表
記
し
、

　
　
「
仲
介
者
」「
仲
裁
者
」の
意
味

　
　

で
あ
り
、中
立
な
考
え
で
、政
治

　
　

体
制・身
分
階
級
の
序
列
な
ど
に

　
　

関
係
な
く
、冷
静
な
判
定
を
行
う

　
　

役
割
を
果
た
す
制
度
で
す
。

　
　

制
度
の
必
要
性
と
意
義

　
　

社
会
福
祉
法
人
と
し
て「
職
場

の
風
土
に
流
さ
れ
て
い
る
」「
施

設
の
勝
手
な
考
え
を
押
し
付
け
て

い
る
」な
ど
の
状
況
は
、悪
環
境

と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、懸
命
に
業
務
を
し
て

い
れ
ば
い
る
程
、い
つ
の
間
に
か

陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、ご
利
用
者
側
・
ご

家
族
側
・
地
域
住
民
・
職
員
側
を

中
立
的
な
視
点
で
考
え
る「
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
」の
存
在
が
必
要
で
あ

　
　

オンブズマンの専用私書箱
があれば、写真

-１-

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
福
祉in

東
京‘

10
」参
加

-２-

福
祉
の
疑
問
？

「
病
院
で
車
椅
子
に
座
る
こ
と
も
寝
た
き
り
予
防
に
な
る
と
聞
き
ま

   

し
た
が
、本
当
で
す
か
？
」

躍
動 

！ 

Ｉ
Ｓ
Ｏ

 

基
本
は
・・・マ
ニ
ュ
ア
ル
で
す
！

親身に相談事を聞く葛西部長（施設サービス部窓口）。
居宅サービス部は、細木副苑長が窓口になります。



よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
！

　　

現
在
、オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
候
補

者
に
依
頼
し
、検
討
し
て
い
た
だ

い
て
る
段
階
で
す
が
、決
ま
り
次

第
、開
始
す
る
予
定
で
す
。　

　

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
就
任
者
へ
の
伝

達
方
法
は
投
書
箱
を
設
置
し
、解

決
策
が
提
案
さ
れ
、当
苑
の
考
え

と
両
側
面
か
ら
の
検
討
が
さ
れ
る
流

れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
の
た
め

の
取
り
組
み
で
す
の
で
、何
か
あ

り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
ご
利
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
危
険
性

　

ど
の
よ
う
な
人
で
も
要
請
が
あ

れ
ば
就
任
で
き
、勝
手
に
名
乗
る

こ
と
も
可
能
で
あ
り
、人
選
を
誤

る
と
、問
題
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、社
会
的
な
貢
献
度

を
踏
ま
え
、当
苑
で
は
、学
識
経

験
者
や
福
祉
関
係
者
な
ど
に
標
準

を
絞
り
、８
月
か
ら
検
討
し
て
き

ま
し
た
。

今
後
の
展
望

西口先生の苑内研修は、難しい用語を遣わず、わ
かりやすく、定評であり、当苑が信頼している存
在です
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公
表（
区
報
等
）

調査結果等
の通知

委嘱報告

オンブズマン

運営状況
報告

調査
勧告
意見表明
要請

調
査
協
力
依
頼

調
査
へ
の
協
力

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

区
民

要
請 区 区長

苦情申立て

福祉サービス利用者

る
対
応
が
望
め
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
、

当
苑
の
苦
情
窓
口
だ
け
で
な
く
、

新
た
な
窓
口
の
必
要
性
を
考
え
、

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
に
注
目
し
ま

し
た
。

　

今
後
携
わ
る
方
々
の
中
に
は
、

な
か
な
か
改
善
さ
れ
て
い
な
い
と

思
う
こ
と
や
心
境
的
に
言
い
に
く

い
こ
と
な
ど
が
あ
る
可
能
性
も
あ

り
、
そ
ん
な
時
、「
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
」の
窓
口
に
申
し
出
が
で
き
た

ら
、ど
な
た
に
対
し
て
も
強
い
味

方
と
な
る
は
ず
で
す
。

　

社
会
的
に
評
価
を
受
け
て

い
る
福
祉
を
理
解
し
て
い
る
人
材

な
ど
で
利
害
関
係
の
な
い
人
材

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
適
し
て
い
る
。

苦
情
窓
口
を
設
置
さ
れ
れ
ば
、何

度
か
話
し
て
い
る
が
、な
か
な
か

改
善
し
て
く
れ
な
い
こ
と
や
日
ご
ろ

気
に
な
っ
て
い
る
が
当
苑
に
遠
慮

し
て
言
い
出
せ
な
い
こ
と
な
ど
を

申
告
し
や
す
い
環
境
と
な
り
ま
す
。

　

そ
う
よ
な
こ
と
か
ら
、ど
な
た

に
対
し
て
も
強
い
味
方
と
な
る
は

ず
で
す
。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
危
険
性

　

様
々
な
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
過
激
派
や
左
翼
系
団
体

関
係
者
が
隠
れ
み
の
に
使
用
し
て

い
た
り
、自
ら「
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」

オンブズマンのシステム内容

特別養護老人ホームのラウンジとセンター棟は、相
談室に投書箱が置かれていますので、書面で申告し
ていただきます



今
年
度
は
、５
月
21
日
・
10
月
22

日
に
虚
弱
者
向
け
配
食
サ
ー
ビ
ス

の
試
食
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
の
試
食
会
で
は
、お
粥
の

ミ
キ
サ
ー
食
が「
甘
み
が
あ
っ
て

美
味
し
い
」と
、好
評
で
し
た
。

　

福
祉
施
策
を
地
域
の
方
々
に
伝

え
る
機
会
の
多
い
、民
生
委
員
の

方
や
ケ
ア
マ
ネ
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
実

感
で
き
た
と
い
う
お
声
を
い
た

だ
け
ま
し
た
。

地
域
支
援
事
業
の
周
知
活
動

　

江
戸
川
区
で
は
、介
護
保
険
と

別
に
区
と
し
て
の
福
祉
施
策
と
し

て
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、な
か
な
か
地
域
の

方
々
に
知
ら
れ
ず
、サ
ー
ビ
ス
ま

で
結
び
つ
か
な
い
こ
と
を
日
々
の

相
談
で
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、周
知
活
動
と
し
て
、

民生委員からの質問もあり、活気のある会となり
ました

「２号消火栓の部：第２位」高橋係長（左）・パート
ナーは山口機能訓練指導員（左）

２人の表情に緊張感が伝わってきます

自
衛
消
防
訓
練
審
査
会
で

　

準
優
勝
！！

　

３
年
前
か
ら
居
宅
介
護
支
援
課

高
橋
広
康
係
長
が
防
災
委
員
会
に

抜
擢
さ
れ
、毎
年
自
衛
消
防
訓
練

審
査
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

週
４
回
会
場
に
て
練
習
を
重
ね
、

ビ
デ
オ
で
動
き
の
確
認
や
、予
行

練
習
を
経
て
、
10
月
29
日
（
金
）

参
加
チ
ー
ム
12
隊
が
集
結
し
、

「
平
成
22
年
度
自
衛
消
防
訓
練
審

査
会
」が
開
会
。

　

審
査
は
、火
災
時
の
消
化
の
対

応
や
連
携
な
ど
を
消
防
隊
員
が
審

査
し
ま
す
。

　

当
苑
は
、３
番
目
に
訓
練
開
始
・・・

順
調
に
訓
練
を
こ
な
し
、見
事
！

２
位
の
評
価
を
頂
き
、努
力
の
賜

物
で
あ
り
、強
い
信
念
を
持
ち
続

け
る
大
切
さ
が
、こ
の
成
果
に
現

れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

ミキサー食を手に取り、お粥の美味しさに驚いて
いました
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躍動 ＩＳＯ！
基本は・・・マニュアルです！

　ＩＳＯ９００１では、数多くの手順を示した要領、
手順がありますが、要求事項を網羅した品質マニュ
アルが基本となります。
　この理解がなければ前に進めないほどです。
　それだけ大切なものです。
　得てして現場では手順に頼りがちですが、基本と
なる品質マニュアルを理解することでより深くなる
わけです。
　先日の勉強会では、
この品質マニュアルの
読み合わせをして、相
互に理解を深めました。
　「大元の仕組みがわ
かること」これが第一
歩なのです。

珍しいお客様☆

勉強会では身を乗り出し、マニ
ュアルの説明を聞く職員もいま
した

　10月の終わり頃だったでしょうか、副苑長と散歩
中に、ふとメダカの池に目をやると、珍しいお客様
が来ていました。
　よ～く見ると・・・・そう！バッタです☆
　モリモリとホテイアオイの葉を食べていたので、
僕もお腹がすいてしま
いました。
　こんなに近くで撮影
しても、気が付かない？！
と言うか・・・夢中で食
べていたのでしょうね♪♪
　葉を食べている姿は
可愛かったですよ♪

可愛いと思いませんか？

マナーとしてマスク着用は心がけましょ
う！！別名『エチケットマスク』とも言
われています

猪俣先生の苑内研修で基本と応用を学び、
日々の予防に生かしています

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

　

一
般
的
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
は
、以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
栄
養
と
休
養
を
十
分
に
取
り
、

　

抵
抗
力
を
高
め
ま
す
。

②
人
ご
み
を
避
け
て
、感
染
す
る

　

リ
ス
ク
を
減
ら
し
ま
す
。

③
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、

　

低
温
、低
湿
を
好
む
た
め
、適
度

　

な
温
度
、湿
度
を
保
つ
。

④
外
出
後
に
は
、接
触
に
よ
る
感

　

染
を
防
ぐ
手
洗
い
と
の
ど
の
乾

　

燥
を
防
ぐ
う
が
い
を
行
う
。

⑤
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た

　

時
、咳
や
く
し
ゃ
み
の
飛
沫
か

　

ら
他
人
に
感
染
す
る
の
を
防
ぐ

　

為
に
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
番
の
予
防
策
は
、予
防
接
種

を
す
る
こ
と
は
、
勿
論
で
す
が
、

日
ご
ろ
の
予
防
へ
の
意
識
が
大
切

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、紅
葉
散
策

や
初
詣
な
ど
に
、出
か
け
る
機
会

も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、今
回
お
知
ら
せ
し

た
予
防
策
を
思
い
出
し
て
注
意
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。



「アクティブ福祉in東京'１０」参加
　江戸川光照苑では、「アクティブin東京」に今
年も参加しました。
　当苑の代表として、特養の介護職員が、サービス
マナーについて発表をしています。
　会場である京王プラザホテル（新宿）に特養職員・
デイサービスの職員が参加し、声援を送りました。
　また、他施設の発表を聞くことができ、当苑の取
り組みだけでなく、外
部に目を向ける機会と
なっています。
　良い部分は吸収する
気持ちが育つ機会にも
なると考えています。
　来年も参加する予定
です。

～総合芸能祭に参加して～

「
長
寿
を
祝
う
敬
老
会
」

　

高
齢
者
施
設
と
し
て
、年
間
行

事
の
中
で「
敬
老
会
」は
、特
別

の
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　

１
年
に
一
度
の
長
寿
を
祝
う
日

で
あ
り
、人
生
の
大
先
輩
と
い
う

ご
利
用
者
に
敬
意
と
感
謝
を
込
め

る
日
で
す
。

　

今
年
は
、紅
白
和
菓
子（
白
あ

ん
を
ぎ
ゅ
う
ひ
に
包
ん
だ
和
菓
子
）

を
作
り
、抹
茶
と
一
緒
に
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
き
、ご
長
寿
を
お

祝
い
ま
し
た
。

　
「
ぎ
ゅ
う
ひ
」を
平
ら
に
伸
ば

し
、白
あ
ん
を
包
む
工
程
で
は
、

「
難
し
い
」
と
話
す
方
、「
家
で

は
炊
事
が
で
き
な
い
か
ら
、作
る

活
動
は
好
き
」と
話
さ
れ
る
方
も

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
ご
利
用
者
は
嬉
し
そ
う

な
表
情
を
さ
れ
、自
分
で
作
っ
た

和
菓
子
に
、「
お
い
し
い
」「
自

分
で
作
る
と
格
別
ね
」な
ど
と
話

さ
れ
、好
評
で
し
た
。

　

今
後
も
ご
利
用
者
方
の
感
想
を

活
動
に
活
か
し
、楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。 装飾されたホールで「おいしい」と記念撮影

「難しいよ」と言いわれ、職員が少しお手伝い

写真：前列中央が発表者
「関根さん」

　去る11月3日（水）「文化の日」に江戸川区よ
り、ご招待を受け、毎年、楽しみにしている方と当
日、キャンセルされて方の代わりに此処の所前向き
な発言や意欲が見られる方に、声をかけご希望のあ
ったご利用者３名と出かけました。
　まずは、文化センターの正面入り口に展示されて
いる見事な菊を鑑賞・・・苑長と記念撮影♪
　立派な会場に、ご利
用者は、気分が高揚さ
れ、眼の色が輝いて見
えました。
　お天気にも恵まれ、
文化の秋・食欲の秋を
堪能することができま
した。

４

１

１

５

4

7

9

正面入り口は、菊のお花畑・・・
記念に一枚♪パシャリッ♪
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※１

※２

　去る10月17日（日）、苑外行事としてご利用
者3名と付き添い職員とで「日帰り旅行」に行って
きました。
　行き先は千葉県・富津金谷です。
　もともとはご利用者の「海が見たい」の一言に端
を発しました。
　ならばお一人ではなくて、他の方もお連れしよう
ということで急きょ企
画されたものでした。
　現地では美味しい
「海の幸」を食べて、
気分爽快です。
　潮の香りを嗅ぎなが
らしばしゆっくりの旅
でした。
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利
用
者
と
一
緒
に
江
戸
川
区
歌
を

声
高
ら
か
に
歌
っ
て
下
さ
い
ま
し

た
。

　

今
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

職
員
自
ら
で
企
画
し
た
ギ
タ
ー
２

本
と
女
性
ボ
ー
カ
ル
の
バ
ン
ド
演

奏
で
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
ご
利
用
者
の
な
か

に
は
、懐
か
し
い
曲
に
、手
拍
子

や「
素
敵
だ
ね
」と
、話
さ
れ
る
方

も
い
ま
し
た
。

　

ひ
と
え
に
ご
利
用
者
、ご
家
族

様
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
ら
の
一
心

で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ご
利
用
者
の
笑
顔
が
今
年
も
素

敵
に
輝
い
た
一
日
で
し
た
。

演奏は、特養係長、相談支援課課長・・・ボー
カルは長谷川介護職員です

区長に花束を贈呈する中里さん・・・笑顔が素
敵でした

敬
老
祝
賀
会

「
ご
利
用
者
の
笑
顔
が
素
敵
」

　

去
る
９
月
19
日（
日
）毎
年
恒

例
の
敬
老
祝
賀
会「
笑
顔
い
っ
ぱ

い
長
寿
の
集
い
」が
開
催
さ
れ
、

　

ご
利
用
者
60
名
も
お
元
気
に
、

こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
ご
家
族
も
多
数
お
見
え

に
な
ら
れ
る
中
、江
戸
川
区
の
多

田
区
長
も
ご
来
苑
に
な
ら
れ
、ご

船上のレストランでは、大きな海老のてん
ぷらにに驚き顔で満足されていました

敬
老
会
を
終
え
て
・・・

　

当
苑
よ
り「
長
寿
の
エ
ー
ル
」

と
し
て
、一
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

あ
る
ご
利
用
者
が
、「
海
が
見

た
い
」
の
一
言
・
・
・「
海
」
に

何
か
あ
る
の
で
は
と
考
え
、去
る

10
月
17
日（
日
）に
、千
葉
県
・
富

津
金
谷
に
行
き
、「
海
の
幸
」を

食
べ
、
潮
の
香
り
と
共
に
、「
日

帰
り
旅
行
」を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

何
気
な
い
一
言
か
ら
始
ま
り
、

ご
利
用
者
の
生
き
生
き
し
た
表
情

を
見
て
い
る
と
・
・
・「
長
寿
の

秘
訣
」は
、希
望
を
現
実
す
る
こ

と
で
は
と
、思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。



桜　

井　

里　

子

中　

村　

輿　

吉

齋　

藤　

志
津
子

宇
田
川　

す
み
え

小　

川　

ト
シ
エ

小　

川　

つ
る
子

松　

沢　

輝　

子

萩　

田　

栄　

子

菅　

谷　

せ
い
子

町　

田　

政　

子

鈴　

木　

敬　

子

青　

木　

マ
サ
子

岡　

田　

節　

子

広　

井　

京　

子

寺　

田　

由
紀
子

関　

谷　

一　

二

安　

藤　

諄　

爾

加　

納　

幸　

子

田　

辺　

壽　

子

椎　

名　

紀
久
子

豊　

島　

千
香
子

菊　

地　

英　

子

植　

草　

啓　

子

飯　

島　

子　

弓

飯　

島　

妙　

子

伺
い
ま
し
た
。

　

や
り
が
い
に
感
じ
て
い
る
こ
と

な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

　

反
応
が
良
く
、目
を
閉
じ
、

「
寝
て
い
る
の
か
な
」と
、思
う
と

笑
い
ど
こ
ろ
が
一
致
し
て
い
る
の

で
、聞
い
て
い
る
ん
だ
と
、う
れ

し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

演
目
は
、ど
の
よ
う
に
選
ん
で

い
ま
す
か
？

　

出
来
る
だ
け
、分
か
り
易
く
、

仕
草
な
ど
の
動
き
が
多
い
演
目
を

選
ん
で
い
ま
す（
鈴
木
達
夫
氏
）。

　

終
演
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
、気

さ
く
に
お
答
え
い
た
だ
き
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成22年9月1日～平成22年10月31日

小
岩
第
三
中
学
校

小
岩
第
四
中
学
校

松
江
第
三
中
学
校

な
で
し
こ
保
育
園

北
小
岩
保
育
園

富
士
見
保
育
園

葛
西
第
三
中
学
校

田　

窪　

淳　

子

飯　

島　

由
美
子

加　

藤　

ひ
ろ
み

隅　

田　

朝　

子

渡　

邊　

和　

子

伊　

藤　

鈴　

江

熊　

田　

和　

美

佐　

藤　

洋　

子

内　

田　

恭　

子

辻　

美　

智　

子

村　

上　

エ
ツ
子

小　

玉　

和　

子

伊　

藤　

秀　

子

西　
　
　

幸　

子

野　

村　

重　

子

牧　
　
　

圭　

子

白　

井　

祐　

子

中　

川　

泰　

一

増　

田　

忠　

史

石　

川　

武　

敬

谷　

口　
　
　

努

細　

田　

敬　

子

與　

田　

保　

子

目　

黒　

綾　

子

徳　

武　

久　

雄

亀　

山　

憲　

作

中　

村　

恵　

子

飯　

塚　
　
　

勲

㈱
三
協
エ
ン
ジ

　
　

ニ
ア
リ
ン
グ

東
京
都
公
衆
浴
場

  

生
活
衛
生
同
業
組
合

金　

谷　

紀　

子

杉　

本　

ス　

イ

桜　

井　

里　

子

田　

辺　

妙　

子

島　

田　

キ
ミ
エ

井　

上　

義　

行

高　

橋　

良　

子

藤　

岡　

慈　

恵

城　

野　

総　

枝

田　

村　

英　

雄

村　

井　

照　

子

古典芸能ということもあり、不思議と笑い所が、
一致しています

8

田　

村　

安
由
美

【
ト
リ
マ
ー
】

落
語
と
い
う「
笑
い
の
薬
」で

　

活
性
化

　

笑
う
こ
と
は
、脳
内
を
活
性
化

す
る
と
い
う
話
は
皆
様
も
ご
存
知

だ
と
思
い
ま
す
。

　

９
月
16
日
（
木
）か
ら
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
に
て
、古
く
か
ら
親
し
ま

れ
て
き
た
落
語
の
口
演
を
毎
月
２

回
ア
マ
チ
ュ
ア
落
語
仲
間「
お
気

楽
長
屋
」と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
の
皆
様
に
お
話
し
を
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【
落
語
】

鈴　

木　

達　

夫

髙　

城　

日
出
雄

笹　

田　

大　

介

小　

泉　

み
ど
り

下
酔
尾　

秀　

子

高　

橋　
　
　

清

石　

川　

武　

敬

柴　

田　

延　

枝

太　

田　

恵
美
子

柳　

沼　

節　

子

山　

路　

雪　

枝

中　

谷　

喜
美
子

町　

山　

ミ
ツ
エ

後　

藤　

冨
士
子

動きのある話にご利用者は引き込まれ、笑いが
絶えません（写真：笹田大介氏）



ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

　
（
報
告
・
連
絡
・
相
談
）

　

今
ま
で
事
故
報
告
書
に
つ
い
て
、

お
届
け
し
て
き
ま
し
た
が
、報
告

書
作
成
よ
り
も
も
っ
と
大
切
な
こ

と
。

　

そ
れ
が「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ（
報
告
・

連
絡
・
相
談
）」で
す
。

　

現
場
で
起
き
た
事
故
や
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
、苦
情
も
ま
ず
第
一
に
管

理
部
門
に
報
告
が
な
け
れ
ば
、動

き
出
し
ま
せ
ん
。

　

予
防
策
を
立
て
る
に
し
て
も
一

人
の
考
え
で
は
無
く
、相
談
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
案
が

出
さ
れ
、よ
り
よ
い
対
策
が
実
施

で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」こ
れ
が
円

滑
に
い
け
ば
、組
織
は
強
く
な
り

ま
す
。

　

そ
し
て
、予
防
策
や
問
題
解
決

が
迅
速
に
行
え
る
も
の
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

9/1～10/31

　病院で車椅子に座ることも寝たきり予防になると

聞きましたが、本当ですか？

詳しくは、専門家に相談すること
をお勧めします（作業療法士や機
能訓練指導員など）。
写真：技法についての研修風景

４

１

１

５

4

7

9

心を癒しに行きましょう☆

【10：00～11：45、13：15～15：00】
ウサギやモルモット、ヤギやヒツジ
などと触れ合えます

江戸川区北葛西３丁目
２番１号行船公園内　
電話：03-3680-0777

　本当です。ただ、むやみに最初から長時間座って
いると体調を崩すことにもなりますので、徐々に時
間を延ばすことをお勧めします。
　座りなおしができない方は、仙骨部（尾骨）や臀
部の側面がすれ、「褥瘡（床ずれ）」につながる恐
れがあり、まずは、安
楽な姿勢で、接地箇所
を確認し、クッション
などを当てることも重
要です。
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１ 8

　年越しも迫り、準備に忙しい方も少なくないと思
います。
　たまにはのんびりと動物たちの冬支度を眺めるの
も良いかと思います。
　きっと、疲れた心を癒してくれるはずです。
　江戸川区では動物とふれ合える場所・・・自然動物
園があります（入園無料）。
　毎週土・日曜日・祝
日に「飼育係のおはな
し」を聞くこともでき
ます。
　一度、足を運んでみ
てはいかがでしょう！
　

※１

※２

 

 
 

 
 

※その他事業・・・居宅介護支援事業、地域包括支援
　センター、配食サービス

～苦情報告～

～ヒヤリハット報告～

 

～事故・苑内処置レベル～

 
～重大な事故・行政報告～

３３

2

３2

2

 
 介護 看護 リハビリ 生活相談 栄養 ケアプラン 外注 マナー その他 計 

特養

          

短期入所         

通所介護        

       ４

１

４

４

１ １

０

０

          

          

         

          ０

１

２

１

１１

 

骨折
 

出欠
 

火傷
  

 誤与薬
 

感染症
 

死亡 その他
 

計

         

          

          

          

誤嚥

６

異食

６

１

１

4

８１ ９

５

4 4

 

骨折 出欠 火傷 誤嚥 異食
その他
ケガ 誤与薬

 

無断外出 感染症

 

死亡 その他 計

           

          

           

          

５

０

その他事業

その他事業

通所介護

短期入所

その他事業

通所介護

短期入所

特養

その他事業

通所介護

短期入所

特養

その他
ケガ 無断外出

 

骨折
 

出欠
 

火傷
  

 誤与薬
 

感染症
 

死亡 その他
 

計誤嚥 異食
その他
ケガ 無断外出
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実
習
中
は
利
用
者
の
方
々
と
会

話
な
ど
で
関
わ
る
な
か
で
、「
利

用
者
の
些
細
な
表
情
の
変
化
が
う

れ
し
い
」「
職
員
の
方
々
も
介
助

の
説
明
が
わ
か
り
や
す
く
、勉
強

に
な
る
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
務
で
は
、食
事
介
助
を
体
験

を
し
て
も
ら
い
、笑
顔
で
行
う
姿

に
感
心
し
ま
し
た
。

　

将
来
は
保
育
の
資
格
も
活
か
し

て
障
害
者
施
設
で
働
き
た
い
と
の

事
で
す
。

　

目
指
す
職
員
は
一
人
一
人
を
理

解
し
、そ
の
人
に
合
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
し
っ
か
り
目
標
を
持
た
れ
て

い
ま
し
た
。

ご利用者のおどけた表情に、ついつい笑わせ
られてします渡辺さん

声をかけながら、笑顔で食事の介助をしていま
した

「生」を考えるためには、まず当事者の気持ち
になってみることが大切という言葉に職員も、
うなずく光景がありました。

実際にあった事例を元に説明があり、分かり
易く、現場に役立つ内容でした
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看
取
り
介
護
の
実
践

　

10
月
20
日
に
在
宅
で
タ
ー
ミ
ナ

ル
ケ
ア（
看
取
り
）に
取
り
組
ん

で
い
る
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
横
田
先

生
に
実
際
の
症
例
を
通
し
て
、自

宅
で
す
る
看
取
り
の
現
状
を
一
般

的
な
症
例
を
通
し
て
わ
か
り
易
く

講
義
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

残
さ
れ
た「
生
」を
生
き
て
い

く
事
を
支
援
す
る
に
は
、身
体
的

な
苦
痛（
痛
み
）を
取
り
除
く
対

処
療
法
と
死
を
受
け
入
れ
る
ま
で

「
些
細
な
表
情
の
変
化
が

　
　

う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

　

貞
静
学
園
か
ら
19
日
間
の
実
習

中
に
渡
辺
美
和
子
さ
ん
か
ら
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

保
育
士
の
資
格
を
習
得
後
、新

た
に
一
年
間
介
護
の
専
門
学
校
に

入
学
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
、昔
亡
く
な
っ
た
祖

父
母
と
関
わ
り
が
薄
く
、少
し
後

悔
し
て
い
た
こ
と
と
、こ
の
職
種

に
興
味
が
あ
っ
た
と
の
事
で
し
た
。

の
本
人
と
家
族
の
精
神
的
ケ
ア
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
生
」を
考
え
る
に
は
、心
境

を
理
解
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

研
修
の
終
盤
に
、グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
行
い
、当
事
者
・
話
し
相

手
・
評
価
者
と
い
う
立
場
の
設
定

で
、あ
る
事
例
に
つ
い
て
話
し
合

い
、答
え
を
模
索
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
、こ
の
研
修
を
通
し

て
、ご
利
用
者
の
残
さ
れ
た「
生
」

は
も
ち
ろ
ん
、自
分
の「
生
」に

つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
利
用
者
に
と
っ
て
満
足
の
い

く
お
手
伝
い
と
は
何
か
を
学
び
、

今
後
の
取
り
組
み
に
生
か
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。



「
あ
り
が
と
う
」の
言
葉
が
励
み

　

に
な
り
ま
す

　

江
戸
川
光
照
苑
に
勤
め
て
か
ら

あ
っ
と
い
う
間
に
７
ヶ
月
が
過
ぎ
、

今
思
う
と
、実
際
で
き
る
こ
と
と
、

早
く
仕
事
を
覚
え
た
い
と
い
う
気

持
ち
と
が
喧
嘩
し
て
悩
ん
だ
時
期

も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
頃
、ご
利
用
者
が
名
前

で
呼
ん
で
く
れ
た
と
き
、も
の
す

ご
く
、う
れ
し
く
感
じ
た
の
を
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、ご
利
用
者
か
ら
言
わ

れ
る「
あ
り
が
と
う
」の
言
葉
が
、

こ
ん
な
に
も
励
み
に
な
る
こ
と
も

知
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
福
祉
の
し
ご
と（
相

談
・
面
接
会
）」に
行
き
、施
設

の
説
明
や
Ｐ
Ｒ
を
す
る
中
で
、自

分
の
抱
い
て
い
た
仕
事
の
思
い
な

ど
を
整
理
す
る
機
会
と
な
り
、貴

重
な
体
験
を
し
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、ご
利
用
者
と
一
緒
に

過
ご
す
時
間
を
大
切
に
し
、少
し

で
も
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。　

　

通
所
介
護
課

　
　

介
護
職
員　

渡
辺　

美
代
子

11

「福祉のしごと：相談・面接会」にて施
設の説明をする渡辺さん

お花鑑賞・・・ご利用者の「この笑顔」に癒されます
と話す渡辺さん
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感
謝
の
気
持
ち

　

ま
だ
年
度
末
に
か
け
て
、新
た

な
取
り
組
み
も
続
い
て
お
り
ま
す

が
、今
年
一
年
そ
れ
ら
を
支
え
、

励
ま
し
て
い
た
だ
い
た
ご
利
用
者

や
ご
家
族
、地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
関
係
者
、そ
し
て
職
員

に「
感
謝
」で
す
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
で

す
が
、平
成
23
年
が
皆
様
に
と
っ

て
よ
い
１
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

苑　

長　

水　

野　

敬　

生

～平成２３年が良い年になりますように～
　

早
い
も
の
で
、平

成
22
年
も
残
り
２
ヶ

月
を
切
り
ま
し
た
。

　

個
人
的
に
も
江
戸

川
光
照
苑
に
着
任
し
、

来
年
３
月
に
は
３
年

目
を
終
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
向
上

　
　

に
向
け
て

　

こ
の
間
、江
戸
川

区
内
の
社
会
福
祉
法

人
と
し
て
は
初
と
な

る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１

の
認
証
取
得
を
は
じ

め
、様
々
な
改
善
、

取
り
組
み
を
積
極
的

に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、園
芸
や
ア
ロ
マ
な

ど
の
認
知
症
ケ
ア
向
上
の
た
め
セ

ラ
ピ
ー
の
導
入
、オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

制
度
の
発
足
な
ど
、サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

著
書
な
ど
の
出
版

　
ま
た
、個
人
的
に
は
こ
れ
ま
で

同
様
の
講
演
や
連
載
な
ど
の
執
筆

活
動
に
加
え
、
今
年
は
じ
め
に

（
株
）日
本
医
療
企
画
か
ら『
介

護
経
営
の
し
く
み
』と
い
う
共
著

本
が
出
版
さ
れ
、10
月
に
は
著
書

『
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
の
つ
く

り
か
た
』も
２
刷
と
し
て
増
刷
さ

れ
、大
手
書
店
に
並
ん
で
い
ま
す
。

12

年 末 雑 観年 末 雑 観

『施設サービス計画書のつくりかた』はすでに
４千部を超える人気です

１１月には寝心地の良さと安全を考え、ベッド
もすべて最新の低床ベッドに変えました
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苑
内
研
修
や
外
部
の
研
修
会
に

て
講
師
を
さ
れ
、信
頼
の
あ
る
家

政
大
学
教
授
西
口
氏
・
児
童
民
生

委
員
○
○
氏
へ
依
頼
し
、検
討
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

社
会
的
に
評
価
を
受
け
て

い
る
福
祉
を
理
解
し
て
い
る
人
材

な
ど
で
利
害
関
係
の
な
い
人
材

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
適
し
て
い
る
。

苦
情
窓
口
を
設
置
さ
れ
れ
ば
、何

度
か
話
し
て
い
る
が
、な
か
な
か

改
善
し
て
く
れ
な
い
こ
と
や
日
ご
ろ

気
に
な
っ
て
い
る
が
当
苑
に
遠
慮

し
て
言
い
出
せ
な
い
こ
と
な
ど
を

申
告
し
や
す
い
環
境
と
な
り
ま
す
。

　

そ
う
よ
な
こ
と
か
ら
、ど
な
た

に
対
し
て
も
強
い
味
方
と
な
る
は

ず
で
す
。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
危
険
性

　

様
々
な
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
過
激
派
や
左
翼
系
団
体

関
係
者
が
隠
れ
み
の
に
使
用
し
て

い
た
り
、自
ら「
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
危
険
性

　

様
々
な
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
過
激
派
や
左
翼
系
団
体

関
係
者
が
隠
れ
み
の
に
使
用
し
て

い
た
り
、自
ら「
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」



【　法人　】
12月　☆7日 （火）　理事会
　　　☆20日（月）　法人連絡会
1月　　☆17日（月）　法人連絡会

【特別養護老人ホーム】
12月　☆19日（日）　ご利用者忘年会　　
　　 　 ～年の瀬に一年のお疲れ様も兼ねて、ご利用者と
　　　　ご家族のコミュニケーションの場を提供～
       　☆20日（月）～22日（水）　ゆず湯　
　　　～ゆず湯につかり冬を元気に過ごせるように願う～
1月　　☆日程未定　初詣
　　　～柴又帝釈天・小岩神社に分かれ一年の幸せや健
　　　　康を祈願～
　　　☆27日（木）　餅つき大会　　　
　　　  ～お餅をボランティアさん共に作り、食べて今年の
　　　　健康祈願～　

【通所介護】（ふれあい・くつろぎ）
12月　☆22日（水）　冬至（ゆず湯）　
　　 　 ～ゆず湯に入り健康祈願～
       　☆20日（月）～25日（土）　クリスマス会
　　　～季節感を味わう～
1月　　☆11日（火）～22日（土）　初詣　　
　　　  ～一年の幸せを祝う～　　     

【熟年ふれあいセンター】
12月　☆21日（火）22日（水）24日（木）　クリスマス会　
1月　　☆25日（火）～27日（木）　初詣　
　　　
【食事サービス】
12月    ☆10日（金）　季節のご飯の日～バレンシアピラフ～ 
            ☆17日（金）　郷土料理の日（昼食）愛媛県
             ～伊予薩摩せんざんき～
            ☆22日（水）   食事会
1月　　☆10日（月）　季節のご飯の日～ほたてご飯～　
　　　 ☆14日（金）　郷土料理の日（夕食）東京都
             ～あなご卵とじ～　
　　　 ☆21日（金）　食事会

【地域包括支援センター】
12月　☆8日（水）   　介護者交流会「物忘れ相談員交えた
　　　　　　　　　茶話会」
　　　　　　　　　（司会：館山・丸山）　
1月　　☆21日(金)    介護者交流会「食事・園芸について」
　　　　　　　　　（司会：館山・田中）　

【人材育成苑内研修】
12月　☆15日（水）　認知症ケア研修（認知症向上委員会）
1月　　☆19日（水）  じょくそう予防と、その具体的な対応に
　　　　　　　　　ついて（リスクマネジメント委員会）

【防災訓練】
12月　☆10日（金）　夜間想定での通報、消化、避難訓練
1月　 ☆27日（木）　災害後を想定した炊き出し訓練　　　　　　    
【施設実習】
東京福祉専門学校（12／2まで）
小岩第一中学校（12／3まで）
【チャレンジザドリーム】
葛西第三中学校
　　　　1／24～1／28（1名）
小岩第三中学校
　　　　1／24～1／28（3名）
　　　　　　　

　今年も残り少なくなり、年越しの準備に忙しい方も少なく
なくないと思います。
　風邪やインフルエンザが流行る季節でもあります。
　江戸川光照苑では、インフルエンザの予防接種を受け、
ご利用者と一緒に過ごす以上、専門職の責任として予防
接種を受けています。
　季節型と新型の混合ワクチンもあり、１回の摂取で済
むことで、気軽に接種できるようになっています。
　いざという時の備えとして予防接種も考えてみてはい
かがでしょう。

○
タ
テ
の
ヒ
ン
ト

１
．そ
の
年
の
干
支
生
ま
れ
の
男
性

２
．雪
が
降
っ
た
ら
み
ん
な
で
つ
く
り
ま

      

し
ょ
う

３
．女
性
の
水
着
と
言
え
ば

４
．回
転
す
る
も
の
の
中
心
と
な
る
棒
の

      

こ
と
名
を
捨
て
て
も
取
り
た
い
も
の

○
ヨ
コ
の
ヒ
ン
ト

１
．一
年
で
一
番
寒
い
季
節
で
す

２
．こ
の
日
は
一
年
で
一
番
陽
の
短
い
日

３
．あ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、私
に
は
○
○

     

○
が
高
く
て
い
け
な
い
と
使
い
ま
す

４
．日
本
の
妖
性
で
、民
話
や
郷
土
信
仰

      

に
登
場
し
ま
す

５
．○
○
と
も
は
ど
こ
か
の
携
帯
会
社
Ｃ

      

Ｍ
で
す
ね

６
．現
代
社
会
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

     

も
の

12

10

12 1
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材料：にんじん１/2本、ごぼう１/２本、
スープの素１個（好みによっては、塩・コシ
ョウ・しょうゆを少々）

ポイント

身体の中から健康づくり「ごぼうのスープ煮」
腸の蠕動運動を促し便秘に最大の効
果があり、健康的なダイエット効果
もあります♪

写真：ごぼうの花（上）11
34

①にんじんは皮をむき（ピーラー）輪切
　りに。
②ごぼうはよく洗って、つつ切りにし、水
　につけておきます。
③なべにひたひたのお湯とスープのもと
　を入れてことことと煮込みます。
④最後に食欲は、色彩で変わるもの・・・パ
　セリを細かく切り（みじん切り）、ふ
　りかけ出来上がり！！

Ⅰ.泥を落とす程度に洗うだけで皮を落とさな
　いほうが、香りが引き立ちます。
Ⅱ.ゆっくりことこと煮こんでごぼうの香りを
　楽しんでください。
Ⅲ.そのままより一晩置いたほうが味がなじん
　でおいしいです。

ご
ぼ
う
の
効
用　

　

6
月
ご
ろ
・・・
紫
色
の
ア
ザ
ミ
に
似

た
総
苞
に
ト
ゲ
が
あ
る
花
を
咲
か
せ

ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
、ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
よ
り
、

食
物
繊
維
が
豊
富
で
あ
り
、セ
ル
ロ

ー
ス
、リ
グ
ニ
ン
と
い
う
繊
維
質
は

消
化
吸
収
さ
れ
ま
せ
ん
が
、腸
の
蠕

動
運
動
を
促
し
便
秘
に
効
果
が
あ
り
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
有
害
物
質
を
体

外
に
排
泄
し
ま
す
。

　

ま
た
リ
グ
ニ
ン
に
は
抗
菌
作
用
が

あ
り
、ガ
ン
細
胞
自
体
の
発
生
を
予

防
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、今
年
も
残
り
少
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

皆
様
は
ど
ん
な
１
年
で
し
た
か
？

　

江
戸
川
光
照
苑
で
は
行
事
や
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
だ

け
で
な
く
、

ご
利
用
者
方

が
快
適
に
過

ご
さ
れ
る
よ

う
に
、
日
々

努
力
し
な
が

ら
の
１
年
だ

っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

今
後
も「
ふ
れ
あ
い
通
信
」で
、そ
の

様
子
を
少
し
で
も
ご
紹
介
で
き
た
ら
良
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、来
年
も
皆
様
に
と
っ
て
幸
せ

な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　

編
集
委
員　

小
岩
井　

孝

１４

平成22年12・1月号　ふれあい通信34号


	01表紙
	02特集：オンブズマン制度の導入①
	03特集：オンブズマン制度の導入②
	04地域の窓、ケアマネかわら版
	05高齢者の健康、躍動１ＳＯ、健太郎の小部屋
	06デイサービス通信、トピックス
	07特養：めぐるくらしの中で
	08ボランティア活動、寄付関係
	09事故と苦情の窓、散策、Ｑ＆Ａ
	10人財育成、実習生
	11新人紹介、理念・品質方針、職員募集
	12苑長だより
	13行事予定、インフォメーション、クロスワードパズル
	14管理栄養士の一口メモ、レシピ、編集後記

